






































震楚国，名聞諸侯。」項羽本紀 17, 20) 
第 6講：油公の政治の柔軟さ（「漢元年十月， 1市公兵遂
先諸侯至覇上。」高祖本紀 18)
＊項羽と劉邦それぞれの戦い方，特に項羽の武力と劉邦
の政治力とを比較して，両者の人物像をとらえる。
第7講：鴻門の会① （「（楚軍）行略定秦地，至函谷関。」
項羽本紀21)
第 8講：鴻門の会② （「柿公旦日従百余騎，来見項王，
至鴻門謝曰」項羽本紀24,25) 
第9講：鴻門の会③ （「於是，張良至軍門，見焚噌。」項
羽本紀26)
第10講：鴻門の会④ (「1市公巳出。項王使都尉陳平召i市
公。」項羽本紀27)
第1講：鴻門の会⑤ （「居数日，項羽引兵西屠咸陽，殺
秦降王子嬰，焼秦宮室。」項羽本紀28)
参考：もう一つの鴻門の会（「或説1市公日，秦富十倍
天下，地形彊。」高祖本紀20,21) 
＊鴻門の会での項羽と劉邦それぞれの言動，特に危機へ
の対応や部下とのやり取りを比較して，両者の人物像
をとらえる。危機を逃れ得た劉邦は，劉邦をとらえな
かった項羽は，どのような人物として描かれているの
かを具体的に読み取る。また，項羽本紀と高祖本紀と
の違いを意識する。
第12講：項羽の強さと1市公の運① （「（漢二年）春，漢王
部五諸侯兵凡五十六万人，東伐楚。」項羽本紀37,38) 
参考：もう一つの影城の戦い（「漢王得劫五諸侯兵，
遂入影城。」高祖本紀29, 30) 
第13講：項羽の強さとi市公の運② （「漢三年，項王数侵
奪漢雨道。」項羽本紀40,41) 
＊勝機を逸した項羽と，窮地を脱した劉邦との人間性，
両者の人物像をとらえる。
第14講：項王の最期① （「項王軍壁該下。兵少食尽。」項
羽本紀51)
第15講：項王の最期② （「於是項王乃上馬騎。磨下壮士
騎従者八百余人。」項羽本紀52, 53) 
第16講：項王の最期③ （「於是項王乃欲東渡烏江。」項羽
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